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六ヶ所村周辺海域における表層トリチウム濃度の推移
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②排出放射性物質の希釈状況等の把握
六ケ所村周辺海域で観測された3H濃度の推移
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－要点－

2006年3月から2008年10月の期間、再処理工場のせん断・溶解処理試験が

行われました。周辺海域おけるトリチウム濃度（最大約４０ ベクレル/リット

ル）は試験前の水準と比べて一時的に上昇が認められましたが、試験後、速やか

にもとの水準に戻りました。

*再処理工場で年間８００ｔ・Ｕの再処理を行った場合、海水における施設寄与

分の予測値は年平均３００ベクレル/リットルと見積もられている。（青森県：

六ケ所再処理工場の操業と線量評価について）
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観測結果

モデル
計算結果

表層 20m深

表層 20m深

観測結果とモデル計算結果
2007年11⽉30⽇午前におけるトリチウム濃度の
⽔平分布（表層、20m深）

②排出放射性物質の希釈状況等の把握
シミュレーションモデル（核種移⾏モデル）の検証
アクティブ試験時の観測結果とモデル計算結果の⽐較

表 計算条件
計算期間
鉛直拡散係数
⽔平拡散係数

放出核種
放出⽇
放出量
噴流効果
流速

平成19年11⽉28⽇〜12⽉3⽇
10 cm2・s-1

南北︓106 cm2・s-1

東⻄︓105 cm2・s-1

トリチウム
11⽉29⽇
3.1×1013 Bq
あり 放出深度 ︓44 m
京⼤海洋モデル計算結果
（解像度︓1/54度×1/72度）
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－要点－

観測結果とモデル計算結果の比較です。

パラメータ等を調整することで、表層、２０m深とも観測結果と計算結果で濃度

レベル、分布範囲が概ね再現することができました。

トリチウム濃度の時間変化（計算結果）では、一時的に濃度は上昇しますが、そ

の後拡散によって濃度が低下することが計算されています。

しかしながら、この比較はあくまでも一例であり、再処理工場稼働後にデータを

取得して検証することが重要です。
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（動画）相対濃度計算例

放出:濃度１を排出
→海⽔中濃度が排⽔に対する相対濃度で表⽰される
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まとめ
海洋における放射性物質の挙動について

①バックグランド環境の把握

②排出放射性物質の希釈状況等の把握

今後
再処理⼯場稼働に備えて、準備を進める。
稼働後データに取得して、シミュレーションモデルの修正を⾏う。

59



報告内容等の問合せ先 ： 青森県上北郡六ヶ所村大字尾駮字家ノ前 1 番７ 

公益財団法人 環境科学技術研究所 

総務部 企画・広報課

TEL 0175-71-1240 




